
【BRIDGE施策１（テーマ１）】金融/投資機関による自然関連情報開示促進と国際標準化を前提としたネイチャーフットプリントの開発と実証事業

【研究開発プロジェクト名】 LIMEをベースとしたネイチャーフットプリントの開発

【研究開発期間】令和６年度～７年度
【研究開発代表機関名/研究開発責任者】早稲田大学 伊坪 徳宏

【背景・課題】
・TNFDの報告を受けて、日本は世界最大の216社が自然に関する財務情報開
示を宣言。「指標」に何を採用し、どのようにして算定評価するかという課題
がある中、PBAFは金融機関向けに生物多様性に関する定量分析の方法として
LCAの積極的な活用を推奨。一方で現状のLCA手法は、地域解像度が低く、生
態系サービスに関する評価が含まれないなどの課題があり、TNFDの要求を満
たすための改善が求められている
・企業のサステナビリティ担当者の多くはLCA手法を用いた自然や生物多様性
に注目した分析の経験が限定的であり、ガイダンスが必要

【実施内容・成果】
・ネイチャーフットプリントver.1の係数リストを作成
・生物多様性フットプリント手法開発において、約20,000種を対象とした分析を
行った評価を実施。従来のLCAには無いグリッドスケール(0.25°)の被害係数を構築
・6か国を対象にアンケート調査を実施し、バイオームや人工地の経済価値を算定
・超高解像度(300mメッシュ)の評価係数マップを開発

【今後の展望】
・本事業を得られた評価手法と利用方法、事業者による評価結果で構成され
るネイチャーフットプリントガイダンスを発行
・本事業を通して得られた研究成果をCOP17やグローバルネイチャーポジ
ティブサミットおいて報告。研究論文や主要国際会議を通して国際的なイニ
シアティブ獲得を目指す

【研究成果概要】

【実施体制】
早稲田大学、農業・食品産業技術総合研究機構、産業技術総合研究所、総
合地球環境研究所、森林総合研究所、東北大学、京都大学、関西学院大学

オブザーバー環境省、（独）環境再生保全機構、SIP（国立環境研究所）

【概要】
LCAの影響評価手法の1つであるLIMEを発展させたネイチャーフットプリントの影響評価手法を開発。生物多様性(質)と生物系サービス(量)の双方
に着目し、既存手法にはないバリューチェーンを網羅した定量分析を実現すると共に、日本企業の新しい価値創出を支援する政策の実現に貢献する。
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